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岩手医科大学いわて東北メディカル・メガバンク機構　019-651-5110（5508/5509）

　研究の実施にあたっては、人を対象とする生命科学・医学系研究の倫理指針、別途締結する研究契約を遵守して遂
行します。
　利用する試料・情報は、スーパーコンピュータ内において、特定の関係者以外がアクセスできない状態で解析を行い
ます。

研究助成金、がん研究センター研究費、AMED補助事業（生命科学・創薬研究支援基盤事業（BINDS））

 ※岩手医科大学いわて東北メディカル・メガバンク事業に協力された方で、本研究に限って試料・情報の利用を希望されない方は、下記までご連絡下さい。

大根田　絹子 東北メディカル・メガバンク機構

　Clonal hematopoiesis of indeterminate potential（CHIP）とは、白血病などの血液腫瘍でしばしばみられる特定の遺伝
子変異が、健常人においてもみつかる現象を指します。CHIPは血液疾患や糖尿病、心臓病などさまざまな病気のリス
クを増加させることが知られており、将来的にCHIPを調べることが医療や健康増進に役立つかもしれません。しかし、
日本人のCHIPの特徴はまだ十分に解明されておらず、正確な検出が難しくなっています。本研究では日本人における
CHIPの特徴を明らかにすることで、効率的なCHIP検出を可能にする素地づくりを目的としています。

　東北メディカル・メガバンク機構の保有するデータベースから全ゲノム解析情報や年齢、性別、末梢血データ、疾患情
報を参照します。また、血液腫瘍患者の情報として、HM-SCREEN-Japan01およびHM-SCREEN-Japan02試験参加者
の遺伝子情報を参照します。

　日本人におけるCHIPの特徴を明らかにすることで、効率的なCHIP検出を可能にする素地となることが期待されま
す。

2022年7月　国立がん研究センター倫理委員会承認（中央一括審査）

池　成基 国立がん研究センター東病院

令和4年9月2日

試料・情報利用研究計画書（概要）

東北メディカル・メガバンク機構

クローン性造血（CHIP）を伴う遺伝子変異のゲノムワイドな同定による「日
本人CHIPパネル」の作成およびそれを用いた解析

2022年8月～2024年3月

国立がん研究センター

対象：全ゲノム解析実施済み参加者　約8,300人
試料：なし
情報：年齢、性別、末梢血データ、疾患情報、全ゲノム解析情報


